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抗 リン脂質抗体が 自然陰性化 した習

慣 流産患者の予後 に関す る検討
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［目的 ］抗 カ ル ジ オ リ ピ ン 抗体 （aCL ）は ， 子 宮内胎

児 死亡 （IUFD ）， 血 栓症 等 を引 き起 こ す とい わ れ て

む り， aCL が 胎 盤 に お け る 血 栓 を 引 き起 こ し，

IUFD の 原 因 に な る と推定 さ れ て い る が，そ の 詳細

は 不 明で あ る，最近 ，こ の aCL の 測定に cofactor で

あ る β2glyc ・pr・ t ・tcinl （β2GPI ）が 必要 で あり，さ

らに こ の β2GPI は凝 固抑 制 作用を持つ と報告さ れ た ．

今回．β2GPI 及びβ2Gpidependent ，　 aCL が血 液凝固

に い か に 関与 す る か を知 る 目的 で 凝 固第 X 因 子 に

対 す る 影 響 を調 べ た ．

匚方 法 ］β2GPI の 第 X 因子 の 活性化 に及ぼ す 影響に

つ い て は合成基 質 法 に よ っ て検討 した．D− 1200 μg

の 濃 度 の β2GPI を第 V履因子 ， 第 X 因子 ， 合成基 質

ザ 2557 ，Tissue 　thr 。mbopiastln と反応 さ せ ，4［Sn 皿

に お け る 吸 光度 を 調 べ た ．ま た ．妊 娠 中期 以 降 の

IUFD の 既 往が あ り，そ の 他 の 動静脈 血栓症 の 既往

の な い 患者 の 血清 中 の β2GPI 　 dependent 　 aCL を

ELISA 法 に よ っ て 測定 し，5 例 の β2GPI 　dependent

aCL 陽 性症 例 を 選 ん だ ．そ の 5 例 の 血 中 よ b カ ル

ジ オ リ ピ ン 及 び モ ノ ク ロ ナ ール 抗 β 2GPI 抗体

afflnity 　 eoLumn を 用 い て aCL 　IgG を精製 し，第 X

因子 活性 化 へ の 影 警を前述 の 合成基 質法に よ っ て

調 べ た ．

［結果 コβ2GPI は第 X 因子 の 活性化 を 濃 度依存性に

抑 制 し た ．ま た ， β2GPI 　dependent 　aCL は上記 の 抑

制 を濃度依 存性 に bleek し た ．

［結論 ］uCL は β2GPI の リ ン 脂 質依存性凝固抑制作

用 を block す る こ とで 血 液凝固 を 亢進 さ せ ，こ の こ

と が 血 栓好発 部位 で あ る 胎 盤 に お け る 血 栓 を 引 き

起 こ し IUFD の 原因 に な る と考 え ら れ た ．

〔目的］習慣流産の 原因として抗 リン脂質抗体

の産生が指摘 され，それ に対する様々な治療が試

み られて い るが ， 抗 り ン脂質抗体陽性の 習慣流産

患者の 中で妊娠中または妊娠後にそれらの 抗体が

自然陰性化する例が 存在する ことや ， その よ うに

抗体が陰性化 した例 をどの ように管理す るかとい

うこ とに関しては，未だ 十分な報告が な されて い

ない
。 今回抗 リ ン 脂質抗体が 自然陰性化 した習慣

流産患者の 妊娠予後 につ い て 検討 した。　 ［方法コ

3回以上連続する 自然流産の 既往を持つ 抗 リ ン脂

質抗体陽性習慣流産患者で，抗凝固療法 （ヘ パ リ

ン療法）を施行 し分娩に至 っ た 16例 中，次同妊娠

した7例 を対象 と した 。 その 7例 に対 しヘ パ リン療

法 中 ， 産後 1 ヶ 月 ， 次回妊娠初期 にそれぞれ 抗 リ

ン脂質抗体を測定 し，抗体が陰性化 してい た例に

関 して は次回妊娠を無治療で 経過観察 し妊娠予後

を評価 した。　［成績］  対象 7例中3例が ヘ パ リン

療法中，2例が産後 1 ヶ 月 ， 2例が次 回妊娠初 期ま

で に抗 リ ン脂質抗体が 自然陰性化 してお り， 次回

妊娠中も継続 して陽性 を示す例は 1例 もなか っ た。

  無治療で経過観察 した結果 ，
7例全 例が 最終的

に生児を獲得 した （生児獲得率 100％）。  1例は

感染の た め 29週で早産 とな っ たが ， 残りの 6例は

すべ て満期で分娩とな り， 対象7例中 IUGRは 1例も

なか っ た 。 　［結論］抗 リン脂質抗体陽性習慣流産

患者にお いて，妊娠中および妊娠後 に抗体が 自然

陰性化する例が 存在 し ， そ の よ うな症例 は無治療

で も妊 娠予後が良好 である こ とが示 唆された。
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